
 
看護志望・先輩と語る会 ～ ２年生看護志望向け 岐阜県立看護大学進学者との懇談会 ～

進路指導課

本校では昨年から、１年生希望者を対象に岐阜県立看護大学から先生を招いて、看護職や看

護を専門的に学ぶ大学について教えていただく機会を持ちました。今年はさらに、２年生を対

象として、看護大学生との懇談会を計画しました。２月２０日（水）放課後に、昨年の卒業生

で県立看護大学へ進学した３名の学生に来てもらい、大学の授業や学生生活、実体験について

いろいろ紹介してもらいました。他ではなかなか聞けない話もあり、参加した生徒にはとても

有意義な会になったと思われます。

【生徒の感想より】

・大学生の先輩とこんなに近くで話をしたのは初めてだったので、何を聞こうかいろいろ迷ったけど、自分が知り

たいことを何個か質問してモヤモヤしていたところがはっきりと分かったので良かったです。やはり、先輩方が言

われていたように、今の勉強をコツコツやっていくことが３年生になって大きな役割を与えるので、今から真面目

に小テストや期末テストに取り組んだり、授業をしっかり聞いたりすることが大切なことなのだと改めて思いまし

た。この体験を活かして毎日コツコツ勉強をすることと、小テストを確実に合格させることと、自分の将来就きた

いと思っている職業について本などを読んで知識を身に付けること、この３つを大切にしていきたいです。

・私は今回、県立看護大学の先輩方と話をする機会を作ってもらえて、本当に良かったと思いました。３人の方は

皆、入試の方法が違い、私は今までとても迷っていましたが、自分がどの方法で県立看護を目指すのかを決めまし

た。そして他にも、気になっていたことをたくさん聞くことができました。例えば、私は大学でのことではなく、

病院で働くことになったら、自分が行きたい科に行けるのか気になっていました。そのようなことまで知っている

限りのことを全部教えてもらい、もっと勉強を頑張って少しでも看護師に近づきたいと思いました。他にも、私は

なぜ看護師になりたいかははっきりしているのですが、どんな看護師になりたいのかと言われると、答えられない

ことを伝えると、先輩はノートに書き出してみるとか、他にもたくさんアドバイスをしてくださって、今まで不安

が大きかったことが軽くなりました。先輩の話を聞いてみて、より県立看護に行きたい気持ちが増えたし、看護師

に必ずなりたいと思ったので、これからコツコツ努力したいと思います。

・私は将来看護師になりたいです。なので、看護学部に進学することを考えていますが、大変そうというイメージ

があって不安でした。今日この機会に、実際に看護学生の方の生活や大学について聞くことができて、本当に勉強

になりました。大学は受験の仕方は１つではなくて、今から受験の方法や行きたい大学を決めておくことが重要だ

と先輩方の話から分かりました。看護についての知識や新聞の知識を入れること、自分がなりたいと思っている看

護師像を描くことは、面接の時に答える幅が広くなり、役立つと言われたので、本を読んでみたり、新聞記事を切

り取ったり、今から面接ノートを作ったりなど今からできることを少しずつやりたいです。そして、今何よりも勉

強を頑張らないといけないと思うので、来年のことを見据えて今いろいろ頑張りたいです。


